
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お題について話すうちに、大人が大切にしていることや、価値観の違いに気付いたりしてとても楽しかった。 

人生の先輩と話すのは緊張したけれど、その緊張を忘れるくらい有意義な時間となりました。（４組） 

・地域の大人と話すことで、いろいろな視点で物事を見つめたり、自分のよさや個性に気付いたりすることができ 

ました。お題について、いろいろな応えがあるんだなと思いました。これから、地域の人に積極的にあいさつし 

たり、家族ともたくさん話したりしたいと思いました。（５組） 

 

 

・初めて参加しました。お題があることで話しやすかったです。お題の「実は私…」の時、相手が我が子だったの 

で、そこだけちょっと…。相手の話をもっと聞きたいお題もありました。（保護者） 

・生徒さんが、思っていること、悩んでいることなどを直球で投げてくれてうれしかったです。人生を本気で、 

真剣に考えているんだなと、こちらの方が勉強になりました。（地域） 

 

  

コ ミュニティ ・ スクール 
福津市立福間中学校 
学 校 通 信 （ N o . ５ １ ） 
文 責  教 頭  藤 岡 
令 和 ６ 年 ３ 月 １ ９ 日 

３月１６日（土）、今年度最後の C・S 行事「トーク・フォークダンス」を

行いました。昨年度まではコロナ禍で、形を変えて実施を継続してき

ましたが、今年度は久しぶりに体育館で実施できました。 

総勢１８２名の地域、保護者の方にご参加いただき、盛会のうちに

終えることができました。ご協力ありがとうござました。 

さて、生徒たちは、「一期一縁」を合言葉にして、実行委員を中心

に、これまで準備を進めてきました。当日も、「おもてなしの心」を大切

にし、真心をもって地域・保護者の方に接しました。ファシリテーター

の木本さん（学校運営協議会長）から出題されるお題について、生徒

も大人も楽しく対話することが出きました。 
【トーク・フォークダンスの様子】 

【打ち合わせをする実行委員の生徒】          【「お・も・て・な・し」の心で参加者をご案内しました】 

２学年「トーク・フォークダンス」 

【お題についてトークを弾ませる生徒と地域の方】                【竹原前校長先生も参加】 

生徒の感想 

地域の方から 


